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　　　　　　　　　　　　　　　繊維学部に呈す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石　倉　新　十　郎

蕊議1購き翼i欝竃il灘灘ξ響灘懲i！講鎌竃
で㌶ぽに斜陽蹴，、咄云，，蜘剛‖き麟鷲㌫認謡靴職瓢㌶

竃1穫難羅疑㌶藁il藻嶽1灘1罐竺≧｛麟謙灘㌶
示す如き雛勢にあるを知り，科学的智能では神乖必な痢然の妙　　われることなく，自然の妙に対し智1鵡制i舗することに力む

耀㌶鑑≧よ。て発，，さ瓢嚇揮時イc篭墓㌶㌫綱剛・か・でなく，禦鞭
とな。醐時でも，燗にと・て鵬重大雄酬燃にま　さ嫌然として人‘1三か騨撤いのであるパ：蹴燃坦

㌣な・ず・性綱榔也震ですら何と蹴蹴麟㌶；㌧lll羅麟1　瀦（耀㌻

　　　日ソ農業技術交流40年度計画に基づくソ蓮農業視察団「養蚕斑」来学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　竹　　田　　　　寛

　アゼバイジャン農業大学養蚕部主任教授グセイノフ氏，中　　　昼食をなごやかな話し合いのう’i：戊に済ませパ白是から長游

認言‡㌶灘撒鷲燥蒜冨曇1芸語羅　撃悟4嬬墓元懸㌧：1纏糠）（1灘；・纏li2：

日本人通訳河島みどり嬢の4名が，農林省経済局国際協力課　　用昆虫学，生物学），関五rl究窺（栽藻学）の剤｝f究蜜を迎り

松鳥恒雄技官他1名の案内のもとに，9月2日午前日時本学　　それぞれの研究室において，研究現場6ご↓か研究‘，）紹介，質

紬・視察のために来学した。先づ学部長室において学部馳　 疑応答酬心にそ予った謡己・念撫翻本揃iゴC行い・一宿許

始め，山口，矢木，田ロ，松1毛，関，竹肌長島・小ulの各　後5時上田を後に1ノζ長野に向った・そ酬ll・6時問に」治
教官と一般的事項について懇談した。　　　　　　　　　　　　て両国の蚕糸教育，護糸業の現状，研lni状況を話し合い‘日1め・

り，国で必要な人日を，予↓～苗1・画，部定し，，「募集学生の人員．

の県に相当寸る区域iニー・つ位は1∫二：在し、’こいる。

　ソ連通訳のマルカリャンツ嬢は，隣本語蔓、話せ，罰1み欝く

こともできることに、は驚いた白日本人涌訳のぎ‘サ鳥みどりさん

も実に立派な通訳されブ：二自ぷの理ih力ご聞㌦・てみたところ，幼’

少をハルビンて過したこと，2回渡ソし，ており，現1’1弾ジヤ’

ξ藷の熟を開いてレ、るとのこ↓ゴぐあ一〕｝『二〇
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　　　　　　　　　　　　　　　蚕糸学教育改善についての現況

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山　口　定　次　郎

　　　　　　　　　ま　　え　　が　　き　　　　　　　　　　専攻を設ける，蚕糸学科の学生定員は90、名程度（従来3校で
　　大学における蚕糸学教育の改善問題については両三年前か　　　195名）とし，蚕養学閤係60名，製糸学関係30名とする。

　層ら・大学はもとより学会，業界，文部当局の宿題となってい　　（2）新設寮糸学科には大学院および付屈蚕薬研究施設を設け

　たが・今年3月文部省案が大学側へ示され，方針が公開され　　る。

た・これに関し6服第個の大劃ll繰ねいての醐会が　これ剛・ば編三婿唖細硫齢し蝉系の、栖
行われ・その後，培側はこの案1こ対する回答を9脳日に　・畷して端するのが醜lllJだということになる。ブよおこれ
　巴すよう求められ，さらに10月1日文部省に三…大学の関係者　　に関辿して現時点ではっきりしていることは，①統合した蘂

劇膝され9月回答を中心に説明と蹴会が催さ批．朋　糸・酬酬処におくか1鰍まっていないので轍のi糺合い
初噸ま糠についての蹴会が行〕・泌ことであろう。　で決める．①昭和僻度か醐1し軸される婿灘還1畦で
　　一方千曲会は7月1旧臨時総会を開いて討議を行ったが，　　は提学系学目1におくことになっていζ，。①この案が決まれば

　このことは本紙8月号に記された通りである。大学では学科　　昭和4別三度から実施されるので，41年3月頃までに大体の方
　内？会議はもとより・繊維学部将来計1蘭委会において慎頭に　　　針を決め，同年7月の概算要求で尖施計画を竹㌍、て提出する

審議されている。また大学と千曲会の共催で8月7日卒業生　　ことになる。④この案について文。1；省は去る6月三大判則係

　（学外）と教官との研究懇談会を催し，さらに9月4日業界　　　者を招集して第1回の説明会な行ったが，9月4日にはこの

人を壁醐との懇談会酬くなどして・瓢を求め・学‘・ll　案蛾け繍学部の齪嫌められていたぱ燃したが，
側の意見も述ぺ・活灘な討論が行なわれた゜　　　　　　　　学部や学科の統一した意見でなくともil己述しておくようにと

　　また8月5日長野県蚕糸業振興会は長野市で蚕糸教Wを主　　、のことであつたので，上田の学部も，巾広い弾力性ある回答

・題として開会・学酬の醐を・㈱られたので学部餓が田　をしておいた。つ剖上田にはいうし・ろ灘剖嚇があり，

胤た・9朋日には酬鮪に1姻：線鱒の洲に対し　学部の現状か槻て畷縛剖1イけ泣いうならば，大体
禁灘慧講璽蕊懸離難篇㌫二ぽ黍ぎ貸蓑　鷲Σ蕊灘；慧叉肇謬蕊鶏；ζ誌蒜1：空

閤鱈苧昧畷繰を背釦て立つ轍者鋤の強聴　・・2・文鰯案に対ずる信蜘麟部の灘
見力洲陳さ檎・　　，　　　　　　　上記の蜘鵠剛し，わが学部｝品司服では企く一

’裁㌶黙灘麩㌶ξ㌶螺麟禦難惣漂ぎ禦ぽ』1、墓熈ピげに
難問が迫ま唖くるしい蜘の中セ・，轄耽めの脳注続　学剛‘’1肺ついては唖繍の蛾性とは逆に昭和6年醐
けており・特に当該学科は何ともやりきれない気分の毎日を　　維機械学科の新設と同ll寺に製弄学は紡織工学科のpl・1に入り，

過している・ことにこの種の問題↓ま・繊，研究はもとより　学科噺猶・はなくなり，搬辮1は繍庭農聯｝と改称したの

鄭にひびくと三ろ大きく・酬の撚員の人禰題も鞘　であるが，・のような蚕緑酬雌の珈は⑩入学趨
でなく・さらに二学部のそれぞれの事情と竜からみ合い，極　　者の漸減・、②就職の場合蚕糸系統の待遇の低いこと，③蚕糸

めて複雑な要索を含んでいるので・今目まで，はっきりした　　業への不安感・④工業偏重の社会的風潮をうけて農学軽視の

方向酬しがたく・搬の方向も定かでない力轍凱ても・　ムード獅こり江縣酬｝との端ヵ・柚衡冴・綱とな
　とのままでもよいという性質のものではないから・最善では　　　ったことなどであって，製糸学は紡織工学科の中で，養蚕学

なくてもよりよい途を1日も早く見出すべきであろうと思う。　　は繊維澱学科の中で蚕糸コースとし，原科コースと平行して

・卒業生諸氏もその生活や心のより所とされている母校のあり　　教育している状態で蚕糸の比重は残念乍ら甚だ小さくなった

力の変革に無関心の方は1人もないと思うので，問題の途中　　一方7～8年前から国の理工科系学生の茸慎方針にそって工

認㌫灘㌶竃蕊ご議㌫憲念《欝≧‡霊　欝灘；認纏蕊妄蒜‡圭塁麗警翌蒜議羅

’なく学部長なり千曲会なり，個人なりへ寄せて頂ければ幸で　　　も研究し教育すればよいという革新意見もみられ，農学系は

ある。　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　このム声ドに押し出されてしまうという状勢になっている。

　1．文部省案とその骨子　　　　　　　　　　　　　　　　さらに養蚕とか製糸という業種名を眉板にすることは，学問

　文部省は技術教育協議会の中に蚕糸学教育専門委員会（三　 に対する新しい考え方ではなく，専門学校1灼であるので，少
’学部教髄除いた7人の馴翻で‡誠）をイ耽こ糠蚕　くとも獺学｝蝦学眺盤の上幽育すべきだい大学の学
糸学教育改善について審議を依嘱したが，この報告書をもっ　　問は，基礎を充分にやれば，応用面は自から発展させうるも

て文部省案とし本年3月三大学iに示した。これによると，．日　　のであるという考え方が理工科系の救官には控に強調されて

本噸継は幽減退をして来たが・最近は絹の需要が多く　来たし，カリキ。ラムの改聴数剛からこの線で行なわれ
なってきたので，繭坐産も横這いないしは梢増産の見込みが　　てきたのである゜

あり，国としては極めて重要な特殊な産業である。然るに現　　　　このようにして最も苦悶を続けているのが繊維提学科であ

’磁緯糎拠当している三綱6関係大離その齢上・　り，綱学音蹄来緬獺会（委員長野口教授）も、蹴真剣
漸次工学系化しつつあり，蚕糸のような農学色のある教育を　　に検討を続けているが，文部省案は相当強力と考えられるの

この大学の中で行ことは不適当となり，このまま放置すれば　　で，学部の諸般の情勢などからも考慮して，現時点において

優秀な研究者，技術者をうることが困難となるおそれが大き　　は

いので，次のように改善すべきである。　　　　　　　　　　　　①蚕糸学教育統合案には前向きに乗るべきであろう。
・（1）蚕糸学の一貫教育を行なうために蚕糸学科をもうけ，提　　　②工学色彩の濃い繊維学部の中に統合蚕糸学科をおくこと

’学激学部におく。i蚕糸学科には養蚕学専攻と製糸学専攻の2　　はとうてい考えられないので，繊維学学部とは別の組織にお
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　　　　　　　酬側の意見・希望　　　　E謙獅人の融｝よ一酬疏細’輔糖捕轡’よ
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力混、璽普聾二麗蒜蔑鍵じ二念票至瀦誌ξ　㌣’：㍑蕪㌶；ξ㍊）鷲し‘碧壌瓢1‡蒜
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礎に立つものてある。これを除くことこそ変てはカCいだろっ　　やりたいといわれる㍑うり。

㌔学部化され＿あ。＝部にあ。ため蹴教育は認1＜匡烈驚㍑；麟熾㌫；ぽ

麗璽轟㌫左㌶《諾霊欝㍍：㍑欝㌘　讐蕊憲蒜1と㍍蕊ご鷲雛1）芸欝懸欝

これをi蚕糸業の面から見ると甚だ憂うべき問題だ。三校統合　　さないよう切望する。

も容易てないときくがこれては長野県はもとより日木から蚕　　　4．長野県蚕糸辮審議会

糸の指鞘がなくな唖継i繊のおそれもおこる・酬一　長野照酬審・・義会は9月2川鯉抽恒二偲論酬ぱ
般麟の技術蝉轍剖碩によりかな端くなってきた　姻吻澗罰傾てある「融鋤なら別・零緋踏1妙あり
が強糸輌はこれとは別に，牛挺進んだ技術を撃してい　方」につし・で刷翻っ縞’糊I」撤鋤を’｝沿硫てし丈

る際あるのに，縣業講酬咄のもの力状部分で蹄眺　が外酬張の働この酬継些賦1加罐剃品文
少ない。これからこそこの矛盾轍め，蚕糸業の姿勢証し　音陥魁学部’1澗こついて翻鮒った・ここ〉混罐貝か
くしたいと考えていた矢先だけに，蚕糸教育が縮小されたり　　ら蚕糸巣と蚕糸教廿の兎要性が強調さオしたが，この結果

県から消滅したりするなどは誠に一大事てある。中国・ソ連　　　（1｝信州人学繊維学部｛二ある蚕糸学社是増り｝】するか・±たは

輯国，東南アジァなど諸国が続々と来日，視察調査している　　三校の蚕糸浪Wを統合して膓く野県におくこと口

時て，今こそ日木は繭と生糸を増産し絹の需要増加にこたえ　　　（2）　「長野県の査菟講習1り「を拡充近代化1ぷ窯後紺者敦脅を

るべきチャンスてはないだろうか。先生たちにも蚕糸業を再　　強化すべきこと」を決め答中としたL。

認識してほしいものてある。　　　　　　　　　　　　　　　　　また知事はこの作申を採択しg月県☆｝二はかり，中央への

　D．蚕糸技術者は更新すへきときて，新しい後継者を求め　　運動に移す場合は協力して強力なlll｛動をぱ31三」ここを中し☆

ている時代に入った。繭も増麗の必要があるし，農家の大き　　せたという。

い財源てあって斜陽視すべきものではない。　　　　　　　　　　　　この審議会は数時間に及んだψ㍉☆お北1ボ令・1っ鳴己はじめ

　E．三三校ともに特徴をもって発展して1来たのに，文部省案　　　吉田良三㍉矢沢泰1りお蒲生俊夢iも猪取直～㌔　中Illx三郎，砧

は三校統合に向っているというカ㍉縮小を考えられると教育　’　袋忠右衛門ド今村輝男1～竜沢講見，出浦花男1cなと，県議会

は理想的には行かない。積極的に拡充改善を希皇1したい。学　　　，義貝・業界代表・学ぷ経験苫を含む笛・払主1から次しつような熱

校経営上将来性かないから・蚕糸教育を弱めるというならば　　意ある意見が陳べられた。
大きい問題だ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）　麗業教竹機関けそ造の披もい矯んな・・を括き、ある地力にお

　F．業態が芳しくないからとて教育者が逃げ腰になるのは　　くぺきてある。
問題だ。長野県としてはi蚕業試験場の本場も艮野から上田へ　　　（2）　提工を分｝雛せ．ねぽならぬという，輯パ珂解1副婚い。虫糸は
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皆様の百貨店

信大教科書
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・　　　　故遠藤保太郎先生を偲んで

　80才の天寿を全うして8月30日に死i却　9月

1日に近親者で葬儀を済ませた旨の遠藤保太郎

先生の計報を受けたのは私が福島県からクリ，

クルミの栽培研修会の講師を頼まれて出発する

日の前日であつた。

　先生の御在職当時，特に廿えご家庭にも親し

んだ私としては生前の先生に御無沙汰を詫びる

気持と寂然たる惜別の気狩に包まれて福鶴へ発

ち，帰途長岡市のお宅え伺い，御霊前に焼香，

ご遺影に対而ししばし先生在りし日の思い出に

　　　　　町　　田　　　博

しみであったが，私は「君は若い・肯Cは一番呑め

そうではなせる」と云われて意ぷ投合し・芸1者に

ねだられた・図三のさレび；ねでi酬ぞろいの二次会

をよく設営したものである。

　ご退職後のフt／hを訪ねたのは311あrは二ろうか

初回は終戦前で，批1淋・艮岡駅まご出迎え駅から

5～6伽のお宅ポ磯1奇時でも珍「」しい人力車で案

内して下さったことが印象ぴく残っている・36年

8月私が仙台，lll形へ川張の帰旗’千曲会におる

小山よし子さん（畑rli職時訓』1うと新祁市の

した。た．そして奥様から調姻三の最近の縮髄承わるこ　秋岬‖頬（先秘　継鍋・）眺こ乃で治い3人で批1三

とができたのである。　　　　　　　　　　をお訪ねしたのが紅の脚三と｝融いした泣々ぽ・・拓この
臓前には誰の・・1：かれたものか知らないが，「花にあけ花　写瓢その蹴が・9したもぽ・制は列；な肋唖燃
．にくれたるご一生浪月」の短冊が供えられてあって，先生　　いと云われていたが，その時は奥さんふ1ご・・人でも・］バと

㌶灘鶴鷲蕊礁畿護霊灘；で鑓昆麟㌶i繊鰯蕊搬・醐1え
顔会を組織され（銭をされていた），ロ鍛の獺雄鵡　劫やその継則」：攻された力繍いて下Gると思い，私は

刀鰍雌醗但て身体灘くご不舳にな瀦で（7舩　伺・た触死却ゆご様続飢鮒1・糊1臆秘ととも
日）先翻く年のかくれたる業縦eあるアサ財の多くの綱　に私の先生セ蜘する臓と思い出㍗∫i陛述べも批との
種とその作り方のご造詣を広められていた由である。　　　　　永遠の別れな迫惜した次第レピあるo

　先坐はかねてから血圧が高く，加えて昨年12月から腎臓炎　　　　　　　遠藤保太郎先生履歴（り1治20年11ユ15日llヨ

気味となられ，さらに心筋こうそくが心配されるほどに心臓　　　明治38年3月31｜…1　新潟↓～1立艮岡ヰ1学校牢灘

が弱うて来，医師から入院加療を推められたそうであるが，　　　〃　42年7月6日　第三商・堅学校卒漿

先生はご自身の体の限界を自覚されたか，生命の悟りに徹せ　　〃　45年7馴0日　東京帝倒大勾理科尖∫浮業
られたか，入院なさらず奥様のこよない看護のもとで，いと　　大正4年7月90　凍京帝国大鰍陛科：大り芸寧難

し．いお子さんお孫さんに囲まれ，そして丹精込めた沢山のア　　　〃　4年7月31日　糠物学，植物褒験，繁樹撫促の講師となる

サガオの咲く花園に満ち勘た晩年を送り安らかな眠り｜蹴　知三64糾月2相任上臓糸専門・織瓢・賦踏官欝
かれたのは，ほんとうに天寿を全うされたと云うにふさわし　　　大正12年12月15日　※樹苦及び植物’1［理学研究の為満2年間

いと思うのである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　独逸固，仏蘭四伺及び亜米オ‖加合猿国へ

思えば先生はご尊父の死辞よる家働蹴のために24醐　　　　　　騨，1醗
ご退職になったのであるが，在職当時の先生は長岡駅から他　　大正14年6月15日　盤学博士の∫；位を授く

人の土地を殆んど踏まないで生家に入れるほどの大地主の御　　　大正15年2月18日　帰朝レ3」：］10［1翻校

曹子であり・履歴にもみられるような人並以上の学歴と学者　　昭和3年11月16日　大礼1｛己念章下賜さる

　としての栄轡と所謂社会的地位をもたれながら，全くひかえ　　昭和4年9月14日　文部省視学婆鹸を命ぜらる

めなご性格で，しかもユPモラスでくだけた日常の態度が魅　　　昭和13年8月17日　勅任’日を以て織遇せらる

力であった。だから話しいいと云うことから，若い吾々は意　　昭和13年10月13日　叙勲4等授瑞；1．章

志や感情を卒直にぶちまけて忠告を願ったり，処世観を批判　　昭和15年11月10日　御召に依り紀元2．600年記．芯式典参列

していただいたり，時には逆に強がりを云って先生を困らせ　　，　　　”　　　　記念章下賜さる

たりヂあるいは艶美な春話に花を咲かせたものである。　　　　　昭和16年3月29日　陞叙高撃官二亨・

　　また先生は校内で左党の横網格であり，酒席の花形であり　　昭和16年3月31日　依願免本官

芸者にも人気があって，宴席には欠かせない人であった。当　　　昭和16年4月23日　救正四位

時針塚校長から小使に至る全職員でやる無礼講の忘年会は楽　　　昭和40年8月30日　逝　去

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　為替のご用は　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　瀦朧》

　　　　　　　　　　　　　∴・・　　』竃｝レ針

長野県小県郡塩田町

オルガン針株式会社
　　　　　　　TELl疽田650
　　社　長　増　島　芳　i美

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

　　はやくてたしかな　　　
　　　　　富士をご利用下さい　　　1

千曲会へのご送金は，当店宛の据替貯金

ロ座長野3523が一春ご便利です

　　　　　　よ田市原町　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛

皆様の㊧駈銀行上破店1
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　　　本会記事　　繁栄されること梛る・　　、し・主として掘，醐，遺伝，縣の

蝕会にも働ける．刎」・・剣桧のさ　　母校ニュース　　ミナールが9月2n～相までの3L燗

雲舗㌶劉灘雅あ　学内人事　惜驚麓、酬∫糊虻
他仕川不明のもの，教婦利の住所，索引を　　×屋正尚助手栄転　　　　　　　　　　ト↓浅見柳三批授レ入学1院修」ご課程学d三，

正確にすることについて協ぬした。　　　　　繊雑」一業化学利大ば正尚助乎は8刀1　学部4イ1～Ll1名・又オ⊆学からは」二業化学

　　　　　庶務部委員会開催　　　　　　　「1トjF『馬大学講師に栄ll広，」二”｝≒部加期大　　」’1教官を中心に入学院及び学畠｛4え1の学

　9月30n庶務委い会を聞｛1｛1，山F1」1！，ll　学に勤務さ」エることになった。　　　　　　生ら約20名が参加した゜

長，田口∫ll・11，坂Ll埋・11，町川会1：1担任　　宮原大正治事務官信大本部に栄転　　　　劔一「1　9月211午後2130～5：00

埋ql，川中一f］委員出1llll、して，1Uj23H　　宮原人jE｝告会ト，卜係」ミ118∫』16「1∫l　l，1州　オ＼学人学院学d・を中心としたゼミナール

開催の恒例の本会定期総会本部捉山｝｝義案　　入学本部経Ill（剖笛王理課艮補佐に栄転した　　　1　轟分子金属化反応o　（右｛幾合成講i

について枯議した。10戊］中旬辿絡会を聞　　武井昭雄寧務官会君†係長として赴任　　　　　座、

催し，更に1U］上旬ユ」1！」1会を1別催してホ　　信州人学経理部経理！η｛勤務の武ノ1昭妬　　X　界匝1↓舌性剤（品分子活性剤）の性

部案の最終決定とすることになった。支　㌔ll務官は9月16rl↑1繊ホ1［学部命，1係艮に　　　　質について。　（物理化学描座）

会からも議案を提出されるよう拓望いた　発令赴任した。　　　　　　　　　　　　　Il　PVAの分二jな内反応。　（ぴ分子化

します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小泉清明学部長渡米出発　　　　　　　　学講座）

　　　　　ニューヨーク便り　　　　　　　小泉消明学部艮は前月号予報のとおり　　W　ポリアクリμニトリルのエマルジ

　木会副坪小長小レ1・運美氏はメキシコ市　国際水娯汚濁管理辿盟鎗38「1｜1汁次W会に　　　　　コン取合とエマルジコン紡糸。

に1戊｝1催のホーイスカウト胆昇会P血に川1吊　出η｝∫のためg月3bFl羽m空洗を出発され　　　　　（イヒ学繊ネIL｜推座）

のため滞イL中であるが，山日ユ！1⊥‘likあて　た帰途欧州を視察し10刀28日帰国の予冗　　以上が第1日の内容てあった。続いて

次の便りを宥せられた。　　　　　　　　である。　　　　　　　　　　　　　　午後5：30からはこん親会が札たれた。

　先般来極々ご高配を謝します。9川3　　　　野口新太郎教授学部長代理　　　　　第2H　9月3n　’f前qlOO～12：30
日出発アメリカ各地を廻り本日ニューヨ　　野口新太良「1教授はこの度小泉学部長欧　名工大大学院生を中心としたゼミナール

ーク泊数日滞在ワシントンを径てボ←イ　米出張中学部長代埋として発令された。　　　1　重合リン酸。

スカウト世界会議出傭のためメキシコに　　　　　ウイリアムス博士来学　　　　　　］［　阿体酸触媒による重合反応。

向います。当地力の大学の在り力も人い　　国際牛理学会のために来H中のハーバ　　皿　1｝｝］環野合反応。

に勉強して参ります。会員各位に宜しく　一ド大学教授のウイリアムスト1’士（昆虫　　W　イオン虫合反応。

　9月25日　ニューヨークにて小林運i美　ホルモンの植威右）が福田宗一博士（名　　　V　無機ガスクロマトグラフイP。

　　青島二郎氏（糸学三）　　　古屋大学理’判｛巡授）の案内によって，　以」二がゼミナールの内容てあった。・｝・

　　　　　　通産省繊維局長賞受賞　　本学に来学した。当日は重要な救官会議ノF後は2：00より鬼押肌加ヘリクレー
　毎年開かれる艮野児繊紺製品展示会が　の日てあったため，山n教授，竹田寛助教　シコン。

今勾も去る10刀1日から3同間・松本繊　授の研究室を訪ね，4118間に亘り研究の　　錦3日　9月4n　！「前g：00～10：00

組工業試験場て行われた。出品者多数の　状況にっいて意見の交換をなし，種々親　　総合デイスカノションをして，各学の

中から同田は毎年上位に入償をしていた　切なる指導や研究の動向を述べられて，　現状，研究状況，学生4活について討諭

が本輌綱会噛賞てある繊∬1眼賞並極めて郁義であった。　　　　した。なお，10：〔・oからは講演会が行～，れ
にn経連牌を授与された。　　　　　　　　　韓国蚕種協会長等一行の学部視察　　　た。講師は浅見名工大教授。演題は田に

（囚に二位は虫ポ通産局長賞，三位は知　　東1了企業株式会社中山歩氏の案内て，　アニオン重合に焦点を合わせたミイオソ

卓賞）同璃は裏絹の製造晃を営んでいる　8月21日韓国蚕種協会艮李鐘吉，副会長　野合ミについて。引きつづいてミ古代に

が常に軌技術を導入して品質向上に粘迩　菱斗八，同沈厚植，常務理皐張弘錫氏等　おける金属の利脹の演題て，道野名工

している青年技術者てある。益々額業の　の一行4名が木学部に視察のために来学　大教授による諭演がもたれた。

　　　　　　　学部祭日程　　　　　繊維工業化学科創立25週年記創テ事



　　（8）埴．157（昭和8碑胡随日姑3額鰍更物脚町）千曲会報　 昭和40年10月暗

・’「、ノ㌔〆へ】’【、図声、㎡’s’へ塙’～ハ」㎡’、】’へ≧’～ハ、ノ、》〆、」’～’【、’ハ｝〆、、【＼’r、プハ｝’s’【、L〔、副ハ｝〈トメへM〆頃、ノ頃、∂ハ｝声∨へ”’丙、ノr｝へ」’～声∨、〉’ハエ

ζ．当日は叉員ぽ会派遣代蹴初め棚会恥微ご購　（3）鮒1継織　　　　　　　～

≦籠欝㌫ぽ　　　　繍㌶覆興幽綱、　　l
L難難叢1ニー三一＿二ご懸翼螢難㌧巳繋鴇

　　　　　　会　員　動　静　　　　鈴木玄九糸18兵庫灘㍑1蕊6｛㍑潟ヒ駄
矢島　行雄　紡　13　愛知　山路紡織KK（兼松直営）　　　上木　忠土　糸　22：1ヒ海道　川の化1～1ij：‘IK正ζll場艮（小櫓

　　　　　　　　　　　　　　（愛知県海部郡立［1］村山路）　　　　　　　　　　　　　　　　市真栄町8ぴ｝1旧　（住）小栖

　　　　　　　　　　　　　　（住）神戸市i薩水区舞子1π丁高　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市汐↓」，白川「1：｛1川1

　　　　　　　　　　　　　ケ平1945電（神戸）（77）5176　　　今村　覚治　糸　22　東　京　月’nハドソンKKU［）1［都京

蜘翻紡26岐阜胎跳KKI莫聯紅場（岐　　　　　　　榔：3の2厩ぼ・り㈹
　　　　　　　　　　　　　阜県関市片倉町D　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　埼ll県戊こ宮市ll1順1町3（川82

柄沢昌一紡28兵庫鵬蹴KI⊆姫路工場（姫路　三石三郎聯1愛タll）鮪蹴1賦紬1摺撚
　　　＿　　　　　　　　　市飾磨区細江520）　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（拓Ilf∫剖簡露灘屈体｝llnの

古川フ諺端5東京日本イ幽戯維協会技綱㈱　　　　　　　 38）（fl…）融1醐制棚｛搭
　　　　　　　　　　　　　課（東京都中央区日本橋室町　　　　　　　　　　　　　　　　師勝町w字6ツll旧〔川の89
　　　　　　　　　　　　　3の3（三井別館）　（住）埼　　橋詰　久範　学糸7　北　倫　八1・IJ㍑備↓幾1’｛liKK（艮野d∫南

　　　　　　　　　　　　　玉県北足立郡大和1町下新倉西　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓li～町）

＿　　　　　　　　　　　　大和団地2の9の402号　　　　　湯原　清明　学糸7　北　伯　八1！Jd鋤‖1灘械KK（』劔rlli甫
こ二沢　正介　学紡9　千　葉　市川毛織KK柏工場製造課管　　　　　　　　　　　　　　　り、〔町）

　　　　　　　　　　　　　理係（千葉県柏市根戸字西の　　藤棄　倣雄紡24愛　知　釣1｝1∫のとおり（ll三）名1｝∫昆ll坤

　　　　　　　．　　　　　下200）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　村区据馴lr西技1山1いの37号
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池田京二化・北僑瓢豊鍵議鞠（長　　　　，㌘i瓢聯；1制
　　　　　　　　　　　　　野市妻科）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　俣町宮前2『町常∫1三宅

祐成亮蚕｜7岐阜岐旬鞍嫉業麟搬（藩葡奥山邦彦学枷高水長野りぷ1嫡齢轍駈フ苫
　　　　　　　　　　　　　山市千島町）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鮫（飯山1市照里）

蜴孝学繊9東京市川毛織KK工務絵課（束　椥宗一学紡11苫f川帝人K馴囎乏輸棚i撒
　　　　　　　　　　　　　京都文京区本郷2丁日i4番15　　　　　　　　　　　　　　室（、∫f川↓M・松市今江町150）

小林幸雄馴近畿ぷ花KK内地織物く欄一郎化2近鱒；1漢響瓢難㌔
　　　　　　　　　　　　　織物第3課（大阪市東区高麗　　井本　　博　化　4　東　京　康洋曹達エ業KI｛ポリェチレ

　　　　　、　　　　橋3のD（住）大阪府嚇　　　　　　　 ツ・幡消；（惑；［細映【紺本

村上彰撒繊劉灘㌶罐還）　　　　瓢；、㌶調1竺瓢
　　　　　　　　　　　　　福井市乾徳町3三共生興寮　　　　　　　　　　　　　　　　洋郎簸六角矯｛1…宅担2号

特許・i実用新案・意匠・商標

　一出願・訴訟・鑑定

浜　特許事務所
　　　　　　　　　　東京都港区新橋1の15の4　’

　　　　　　　・堤第一・ル4階　1
　　　　　　　　　　東京（591’）0764・0765　　　　i
　　　　　　　　　　弁理士　浜　　　香　　三　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　弁護士申　猪之助　　l
　　　　　　　　　c千曲会員　福　島　銅治郎
＿　　　　　　　　　＿　　　　一＿＿＿＿　　　　＿＿、」

　　　　　　　　編集室より　　　　｛
　本月号は茶糸数育改滞こつい・1ごくご）現況ぐ：山口理事まξよりi

鯉籔曇‡灘ξぽ㍑警難：三藻劉鷲‡鱈

　繊維工業化学科が新設されて見くも撚，品、，、となり1i己念行

事が上田を初め東京，大阪，名▲，1で姐．されξ，など新しい

方式で盛i大に行われる。
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